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宮城いきいき便り

　

東
日
本
大
震
災
が
起
き

た
２
０
１
１
年
は
、
い
ち

ご
会
の
メ
ン
バ
ー
が
学
園

の
卒
業
を
控
え
て
い
た
。

卒
業
式
は
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
っ
た
が
、
15 

期
生
が
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
ま
で
、
そ
う
時
間
は

か
か
ら
な
か
っ
た
。

　

い
ち
ご
会
に
は
四
つ
の

活
動
部
門
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

門
は
年
次
計
画
を
作
っ
て

活
動
し
、
中
で
も
植
樹
会

の
参
加
と
、
高
齢
者
施
設

や
仮
設
住
宅
団
地
の
慰
問
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
、
卒
業
同
期
交
流

会
の
開
催
が
主
な
事
業
だ
。

　

植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
毎
年
５
月
に
石

巻
市
の
水
沼
山
で
の
ツ
ツ

ジ
の
植
樹
、
11
月
に
は
上

品
山
（
同
市
）
で
の
ツ
ツ

ジ
の
植
樹
と
下
草
刈
り
を

行
っ
て
き
た
。
植
樹
す
る

山
に
は
車
の
乗
り
入
れ
が

可
能
で
、
足
腰
に
自
信
の

な
い
仲
間
も
参
加
で
き
る
。

　

植
樹
の
主
催
者
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
呼
び
掛

け
も
あ
っ
て
、
全
国
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す

る
。「
植
樹
が
終
わ
る
頃
に

は
、
地
区
の
婦
人
部

メ
ン
バ
ー
か
ら
ご

ち
そ
う
が
振
る
舞

わ
れ
、
交
流
も
進
み
ま
す
」

と
木
村
さ
ん
は
喜
ぶ
。

　

い
ず
れ
の
山
も
植
樹
が

順
調
に
進
み
、
頂
上
付
近

は
季
節
を
迎
え
る
と
ツ
ツ

ジ
が
咲
き
そ
ろ
い
、
ハ
イ

カ
ー
ら
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
る
。

　

施
設
慰
問
は
東
松
島
市

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
矢
本
華
の
園
」を
訪
問
し
、

利
用
者
の
前
で
踊
り
を
披

露
し
た
り
、
三
味
線
を
弾

い
て
一
緒
に
民
謡
を
歌
っ

た
り
し
、
リ
ク
エ
ス
ト
を

受
け
る
な
ど
い
つ
も
好
評

だ
。

　

木
村
さ
ん
は
石
巻
市
沼

津
地
区
で
農
業
を
営
む
傍

ら
、
13
年
ほ
ど
前
か
ら
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
務

め
、
現
在
は
会
長
職
に
あ

る
。

　

独
り
暮
ら
し
世
帯
の
訪

問
や
生
活
困
窮
者
の
相
談

と
い
っ
た
地
域
弱
者
へ
の

支
援
、
赤
い
羽
根
募
金
活

動
、
さ
ら
に
シ
ニ
ア
中
心

の
地
域
の
触
れ
合
い
の
集

い
や
定
例
会
、
研
修
会
な

ど
を
開
き
、
多
忙
な
日
々

を
送
っ
て
い
る
。

　

木
村
さ
ん
は
学
園
卒
業

生
ら
と
と
も
に
、
震
災
の

被
災
者
が
暮
ら
す
石
巻
市

南
境
地
区
の
仮
設
住
宅
団

地
を
訪
ね
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
。
時
に
は

収
獲
し
た
野
菜
な
ど
を
振

る
舞
い
、
ソ
ー
メ
ン
流
し

を
企
画
す
る
な
ど
喜
ば
れ

て
い
る
。

　

多
忙
な
毎
日
を
送
る
木

村
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は「
心

身
と
も
健
康
第
一
、
み
ん

な
と
仲
良
し
」、
そ
し
て

「
自
分
も
楽
し
ん
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」。
今
、
一
番
の
悩

み
は
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
。

時
間
が
欲
し
い
」
と
笑
う
。

目
が
生
き
生
き
と
輝
き
、

最
後
ま
で
力
強
く
語
っ
て

く
れ
た
姿
が
印
象
的
だ
っ

た
。

植樹活動で笑顔を見せるメンバー
（後列左から2人目が木村さん）

山の斜面を彩るツツジ

高
齢
者
施
設
で
は
つ
ら
つ
と
踊
り
を
披
露

山
に
植
樹
、
施
設
慰
問
で
喜
ば
れ
る

　

宮
城
い
き
い
き
学
園
石
巻
校
の
15
期
生
は
「
１
」
と

「
５
」
を
「
一
期
一
会
」
に
な
ぞ
ら
え
て
「
い
ち
ご
会
」

と
称
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
貢

献
・
社
会
貢
献
活
動
が
認
め
ら
れ
、
２
０
１
５
年
度
に

は
日
本
生
命
財
団
の
生
き
生
き
シ
ニ
ア
活
動
顕
彰
を
受

賞
し
た
。
会
長
の
木
村
寅
吉
さ
ん
（
73
）
に
日
頃
の
活

動
の
様
子
な
ど
を
伺
っ
た
。

震
災
年
卒
業
ゆ
え
に
絆
強
く

い
き
い
き
学
園
石
巻
校
「
い
ち
ご
会
」
会
長
の
木
村
さ
ん

地
域
貢
献
で
顕
彰
受
賞


